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風
評
被
害

福
巨
峯
Ξ

原
発
に
辟
轡
Ｔ
ｏ

れ
る
汚
染
処
理
水
の
処
分
方

法
に
つ
い
て
、
政
府
は
四
月

六
貝

福
量
虫
内
で
地
元
首

」量
ら
ｉ†
人
か
ム
ニ
日
兄
を
勲
′ヽ̈

会
を
開
い
た
。
海
か
大
気
中

へ
の
放
出
を

「現
実
的
」
と

す
る
盤
生
省
の
小
香
具
ム
の

提
夏
奮
ｘけ
、
初
め
て
閣
惟

し
た
。
風
評
濡
塗
［
へ
の
懸
念

は
根
強
く
、
放
出
に
反
対
す
る
意
見
や

補
償
を
求
め
る
声
な
ど
が
相
次
い
だ
。

一　
一横
島
第
一
原
発
で
は
、
溶
融
燃
料
を

一
冷
や
す
注
水
や
地
下
水
の
流
入
に
よ
り

一
情
箭
詳
で
汚
染
さ
れ
た
水
が
増
え
続
け

一
て
い
る
。
放
射
能
汚
染
水
は
多
核
種
除

一
去
設
備

（Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
で
処
理
し

一
た
後
、
処
理
水
と
し
て
タ
ン
ク
貯
蔵
さ

一
れ
る
。
処
理
水
に
は
、
除
去
設
備
で
は

一
ト
リ
チ
ウ
ム
は
除
去
で
き
ず
残
る
が
、

一
実
際
に
は
、
処
理
水
の
大
半
に
ト
リ
チ

一
エツ
ム
け
斧
か
の
他
の
膨
盤
繋
曇
基
歪
百
楚
基
残
っ

一
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
。
こ
の
汚
染

一
処
理
水
貯
蔵
タ
ン
ク
は
す
で
に
千
基
に

一
達
し
、
東
電
に
よ
る
と
、
二
〇
三
二
年

一
頃
に
は
用
地
が
な
く
な
る
と
い
，２

一　
こ
の
汚
染
処
理
水
の
処
分
に
つ
い
て

地
元
首
長
ら
が
意
見

政
府

へ
不
信
感
　
一戦
墾
室長
は
、
整
山に
ま
墾
晟
つ

て

「風
評
被
害
で
は
な
く
故
意
の
加

に
地
元
は
懸
念

　

一嶋
バ
魏
亦
翡
闊
幣

一
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
小
左
星
央

経
産
省
小
委
は
一
一八

処
理
水
を
海
洋
　
生
舜
ｉ
つに
よ
る
損
失
だ
」
と
し
て
放
出

へ
の
希
釈
放
出
案
ヽ
大
気
中
へ
の
放
出

一
が
終
了
す
る
ま
で
の
補
償
を
求
め
た

案
「
そ
の
折
衷
案
を
選
択
肢
と
し
て
示

一
飯
舘
村
の
菅
野
典
雑
付
〓
ら
も
賠
償
や

し
、
特
に
海
洋
放
出
を
有
力
と
す
る
姿

一
保
障
な
ど
の
対
応
を
要
望
し
た
。
内
堀

勢
を
滲
ま
せ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
雄
知
事
は
東
電
に
対
し
、

「風
評
対

こ
れ
を
受
け
て
開
か
れ
た
△
天
口に
、　
二
不
ン」正
確
な
情
報
発
信
の
二
点
に
つ
い

旧佼
〓
辟
牲
似

立牛
業
界
か
ら
十
人
が
出

一
て
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

席
し
た

海
洋
放
出
の
場
〈ヽ

再
び
浄

一
要
」
な
ど
と
求
め
た
。
多
く
の
出
席
者

化
処
理
し
た
上
、
海
水
で
薄
め
る
が
、　
　
が
政
府
へ
の
不
信
感
を
訴
え
た
。

福
島
県
漁
業
協
同
組
〈（黒
天
只
ム
の
野
崎
　
　
阿
武
隈
山
糸
に
降
つ
た
雨
は
地
下
水

折
ス
石長
は
、
国
に
よ
る
水
産
物
の
出
荷
　
と
な
っ
て
△
半
洋
へ
流
出
す
る
ｕ
福
島

制
限
が
二
月
に
全
而
露
蔭
Ｔ
ｃ
れ
、
漁
業
　
原
発
サ
イ
ト
も
例
外
で
は
な
い
。
本
来
、

の
復
興
や
世
代
交
代
に
重
要
な
時
期
に
　
十
万
トン級
タ
ン
ク
貯
蔵
の
構
え
は
不
可

あ
る
と
指
摘
「

「若
い
後
継
者
の
将
来

一
欠
。
そ
れ
を
千
トン級
タ
ン
ク
貯
蔵
と
は

の
た
め
に
海
へ
の
放
出
は
反
対
」
な
ど
　
場
当
た
り
主
義
の
極
み
。
今
か
ら
で
も

と
述
べ
た
。
水
揚
げ
が
な
お
震
災
前
の
　
遅
ぐ
な
い
。
大
型
タ
ン
ク
長
期
保
管
を

約

一
四
ｒ
に
と
ど
ま
る
だ
け
に
拒
合
の

一
め
ざ
す
べ
き
で
あ
う

ｄ
口
冽
刊
コ
雷
州
剛
目
鋼
「
見
詞

・
コ
ロ
〓
一一重
苦
含
一画

一〇
新
潟
県
柏
崎
市
　
使
用
済
み
核
燃
料
に
累
進
課
税
曾
蕎
じ

五
百

●
原
発
マ
ネ
ー
還
流
問
題

で
、
経
産
省
は
関
西
電
力

に
業
務
改
善
命
令
を
出
し

た
が
、
こ
の
命
令
に
手
続

き
上
に
ミ
ス
が
あ
り
、
こ

れ
を
隠
薇
し
た
新
た
な
業

落
静
釜
界
基
Ｆを
公
文
童
冒
⊂し
て
い
た
こ

と
が
発
覚
し
た
。
経
産
省
は
関
係
者
を

処
分
し
た
。
懲
り
な
い
面
々
で
あ
る
●

公
文
書
は
歴
史
の
記
述
に
不
可
欠
で
あ

り
、
後
世
の
政
策
選
択
の
参
昭
Ｔ
ｃな
る

国
民
共
有
の
知
的
資
源
で
あ
る
。
同
時

に
、
国
民
の
知
る
権
利
や
行
政
の
説
明

責
任
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
理
由
か
ら
公
文
書
管
理
法
が
制

を生
ｏ
れ
た
●
こ
の
数
年
来
、
貞
ι
主
会
議

議
留
訂
落
禾
稚
＝
黙
白
帰
屁
吟
鳳
報
の
階
器
懸、

統
計
偽
装
門
頴
が
起
き
、
森
友

・
加
計

問
題
等
、
公
文
書
が
意
図
的
に
記
録
さ

れ
ず
、
隠
蔽
ヽ
改
ざ
ん
さ
れ
る
、
作
成

さ
れ
な
い
事
態
が
続
出
し
て
い
る
。
森

友
問
題
で
は
、
国
有
地
の
大
幅
値
引
き

に
、
牛
葎
署
粕
ど
夫
人
の
関
与
が
見
ら

れ
る
文
書
が
削
除
、
改
ざ
ん
さ
れ
、
こ

れ
を
指
示
さ
れ
た
公
務
員
が
自
殺
す
る

に
至
っ
て
い
る
Ｑ
原
発
問
題
で
は
、
電

力
会
社
の
事
故
隠
じ
、
デ
ー
タ
ね
つ
造

事
件
は
日
常
茶
飯
で
あ
り
、
今
も
罷
り

通
っ
て
い
る
）
関
連
省
庁
も
同
様
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
、
原
発
の
危
険
に
ま
と

も
に
向
き
〈
甲
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
本

＋杏
昼
箸
塁
盗
鼎
⊆
」ろ
の
話
で
は
な
い
。

汚染処理水の環境放出


